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は じ め に

　当協 会 マ イ クロ コン ピュー タ振 興 セ ンター(MCC)で は、 マイ コ ン産 業 振 興 の一 環 と して 昭和

53年 度以 来 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ応 用 シ ステ ム の高度化 、 シ ステ ム開 発 の効 率化 な ど につ なが る基

礎 的、 共通 的 、先 導 的技 術 に つい て 、 シ ス テ ムハ ウス を中心 に委 託 開発 を 行 うこ と にな り、 我 が国 の

マイ コン産業 の技 術 力 の育成 ・強化 につ とめ てい る が、 昭和56年 度 にお い ては 次のテ ーマ につ い て

委 託 開発 を行 った。 〔()内 は 委 託 先 〕

①1/Oシ ミaレ 一 夕 〔㈱ テ ィー ・エ ス ・デ ィ〕

② マ イ ク ロコ ン ピ ュータ用 リア ル タ イ ム ・モニ タプ ログ ラム 〔日本 電 気 ソフ トウエ ア㈱ 〕

③ イ ンテ リジ ェン トデ ィスク ユ ニ 。 ト 　 〔萩原 電 気㈱ 〕

④ 　マル チ プ ロセ 。サ 用 開発 支 援 シス テ ム　 〔㈱ デ ジタ ル 〕

⑤ パ ケ 。ト交 換 網用 汎 用端 末 機 〔コン ビ ュー タネ 。 トワー クサ ー ビス㈱ 〕

⑥ リアル タイ ムFFT演 算 装 置 〔㈱ エ ー ・デ ィー ・エス 〕

　 本 報 告書 は 上記 の テ ー マの うち 「イ ンテ リジ ェン トデ ィスクユ ニ ッ ト」 の開 発 に関す る成 果 を まと

め た もの で ある。

　 ここ に委 託 開 発 にあ た りご指導 ・ご協 力い た だい た関係 各位 に対 し厚 くお 礼 申 し上 げ る と ともに、

これ ら の開 発 シス テム が広 くマ イ ク ロ コ ン ピュー タ応用 システ ムの 開発 に携 わ る方 々に利 用 され、 我

が国 の マイ ク ロ コイ ピ ュ一 夕産 業 の一 層 の 発展 に寄 与 す る こ とが で きれば 幸 い で あ る。

昭和57年3月
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1 概 要
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β

1.1　 開 発 の 目 的

　 マ イ ク ロ コン ピ ュー タの応 用 は オ フ ィス機 器 や産 業 計 測 ・制御 、 画像 ・パ タ ーン情報 処 理 、 医療 な

ど広 い分 野 で押 進 め られ 、そ れ らで扱 うデ ー タの 量は 増大 す る一 方 であ る。 従来 、 こ う した 比較 的 小

規 模 な 情 報処 理 シス テ ムの ランダ ム アク セス フ ァイル に は、安 価 で取 扱 いの 簡単 な フ ロ ッ ピー デ ィス

ク が多 く利 用 され て きた が、 さら に多 量 のデ ータ を高速 に処 理 で きる コンパ ク トな ウ ィンチ エ ス タ型

ハ ー ドデ ィス ク に大 きな期 待 が寄 せ られ てい る
。

　 しか しな が ら、ハ ー ドデ ィス ク を利 用す るた め にユ ーザ は専 用 コン トロ ー ラの作 製 、 記 憶 のバ プク

ア ップ の手段 、 ハー ド ・ソ フ ト両 面 に渡 る信頼 性設 計 な ど、 幾 つ かの煩 わ しい問題 を 解決 す る必 要 が

あ る。 さらに、 フ ロ ッピーデ ィス ク の数 ～数 十 倍 の記 憶 容量 と速 度 を持 つ ・・一 ドデ ィス ク を小 形 シス

テ ムの 中 で効 率 良 く運 用 す る には シ ステ ム設 計 が 極 めて 複雑 にな るであ ろ う。 本 装置 開 発 の 目的は
、

その よ うな 問題 を統 括 的 に解 決 す る ミニ/マ イ コ ン向 デ ィス ク ・サ ブシス テ ムを製 作す る ことで あ る。

　 本 装 置 は デ ィスク 装 置 や専 用 コ ン トロー ラの性 能 や 規格 の改善 に影 響 され ない一 般 性 を 持 ち、 かつ

ハ イ レベル な制御 機 能 を ユ ーザ に提供 す る
。 また ユー ザ シス テ ム固有 の ハー ドウエ アや ソ フ トウエア

の機 能 とは 分離 させ る こ とに よ り汎 用性 を 高 め て い る。

　 本装 置 の イ ンテ リジ ェン ト機 能 に よ りユ ー ザの シス テ ム設 計 は大 幅 に簡 単化 し、 シス テ ム開発 コス

トの低 減 、 異機 種 間 の互 換 性、 ソ フ ト ・ハ ー ドの標 準化 な ど多 くの利益 を生 む こ とがで きる。 また ホ

ス トプ ロセ ッサ の負荷 が過大 とな る のを 防 ぐに留 ま らず 、 マル チ ユ ーザOSの 下 にお け る処 理 の効 率

化 を も 目的 と して い るか ら、 ホス トシス テ ム の能 力や 規 模 に応 じた 設計 が可 能 で広 い 分 野 に適 用 す る

こ とがで き る。

■

1.2　 シ ス テ ム 概 説

　 本 装 置 は、 ミニ コ ン ピ ュータ、 マ イク ロ コ ン ピ ュータ用 の デ ィス クサ ブ システ ムで、 記 憶 容量20

Mバ イ トの ウ ィシチ ェス タ型 ハー ドデ ィスク1台 と記 憶 容量1Mバ イ トの フ ロ ッピーデ ィス ク1台 を

内臓 してい る。

　 従来 、 比 較的 小 規模 な情 報処 理 システ ム の ラン ダムア ク セス フ ァイル には 、 安価 で取 扱 い の簡 単 な

フ ロ ッピ ーデ ィス ク が 多 く利 用 され て きた が、 コ ンパ ク トな8"ウ ィンチ ェス タ型 ハー ドデ ィス ク が

出現 し、 さら に多 量の デ ータを 高速 に処理 で き るよ うに な った。

　本装 置は 、 ハ イ レベ ルな 制御 機 能 を 備 えた コ ン トロ ー ラに よ ってハ ー ドデ ィス クを制 御 して お り、

ホス トコン ピュー タの 処理 を 容易 とす る と共 に処 理 速度 の向上 を図 って い る。 尚、 デ ー タバ ック ア ッ

プお よび 交 換 用 に フ ロ ッピーデ ィス ク を持 って い る。

本 装 置 の主 な特 長 は 次 の とお りで あ る。

O　 ハ ー ドデ ィス ク とフ ロ ッピーデ ィス クを統 括 的 に制 御 で き る
。

一1一
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不 良 セ ク タの交 代処 理 が 自動 的 に行 な われ る。

デ ー タバ ッフ ァ、 キ ャ ッシ ュ機 能 に よ り、処 理 が 高速 化 で きる。

ホス ト間 デ ー タ転送 は 、 デ ィス ク の 高速 デ ー タ転 送 との同期 が不要 で あ る
。

8個 まで の コ マン ドを 並 行制御 し、 シス テ ムの スル ープ ッ トを 向上 させ る こ とがで き る。

エ ラー 回復機 能 と自己 診断 機 能 を持 ち高 信 頼性 を保証 してい る
。

　 1.5　 シ ス テ ム 構 成

　本 装 置 は 図1-1に 示 す よ うに 構 成 さ れ る。 中心 とな るデ ィス ク の統括 コン トロー ラは ハ_ド

デ ィス ク、 フ ロ ッピー デ ィス ク をそれ ぞ れ4台 まで制 御 可 能で あ るが、 基本 ユ ニ ッ ト(標 準装 備)は

各1台 か ら構成 す る。

、
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2.1　 パネ ル 面 の 説 明

2.操 作 方 法

3

'

'

①

②

o
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DU-800　 0

oROWER
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oERROR
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6

図2-1正 面 図(フ ロン トパ ネル)
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　 　 ① プ ロ 。 ビ ーデ ィス ク ド ライ ブHEAD　 LOAD　 LED

フ ② プ ロ
。 ピ ー デ ィス ク ドラ イ ブロ

ン　 ③ 電源 表示 用LED　 (POWER)

ト
パ ④ コン トロー ラREADY表 示LED(READY)

ネ
ル ⑤ ノ'一 ドデ ィス ク アク セス 表 示LED(ACTIVE)

　 　 ⑥ コ ン トロー ラエ ラー表 示LED(ERROR)

リ

ア

パ

ネ

ル

⑦ フ ロ 。ピーデ ィス ク ドライ ブ接続 コネ ク タ(FD)(デ ィジチ ェー ン用)

⑧ ハ ー ドデ ィス ク ドライ ブ接続 コネ ク タ(HD)(デ ィジチ ェーン用)

⑨ ホ ス トコン ピ ュー タ接 続 コネ ク タ(HOST)

⑩ 電源 ス イ 。チ

⑪ ヒ ューズ ホル ダ(5A)

⑫ リセ 。 トス イ ッチ

⑬ ア ース端 子(GND)

⑭ リア パ ネル取 付 け 用 ロー レ ッ トネ ジ

⑮ 防 塵 フ ィル タ

⑯ フ ィル タ取付 け ネ ジ

⑰ 電 源 コー ド

、

2.2　 準 備

2.2.1　 設 　 　置

(1)装 置 は で きるだ け埃 の た た ない場 所 に設 置 す る こと。

(2)強 磁 界 を発 生 す る機器 か らは で き る だけ 遠 ざか る こと。

(3)腐 蝕 性 ガス の濃厚 な環 境 に置 くこ とは 避 け る こと。

(4)本 装 置 は温 度 上 昇を防 ぐた め フ ァン に よ る冷 却 を 行な ってい るが 、極 端 な 高 温下 や 低 温下 また は

　 温 度 変 化 の激 しい場 所 で保 管 及 び使 用 す る こ とは 避 け る こ と。

(5)本 装 置 は精 密 な電子 部 品 で で きてい るの で衝 撃 を 与え た り、 振動 の加 わ る場 所 で保 管及 び 使用 す

　 る ことは 避iける こと。

　 　 な お 、 輸送 時 には 内部 の キ ャ リ ッジ固定 用 ロ ック レバ ーを 使 用す る こと。(3.2.　 2項 参 照)

2.2.2　 電 源 及 び アー ス

　 電 源 は 必ずAC100V(50Hzあ るい は60Hz)を 使用 し、 ア ース を 取 る こと。

2.2.5　 ホ ス トコ ン ピ ュータ との接 続

　 ホス トコン ピ ュー タ との接 続 は、 リア パ ネ ル ホス トコ ン ピ ュー タ接続 コネ ク タ⑨(HOST)に よ

って 行 な う。(信 号及 び コネ ク タは 図3.5を 参 照)

●
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' イ ンテ リ ジ ェン ト

デ ィス ク ユ ニ ッ ト

　　　　　　　　　　　 /(一 一　 一ン「

　　　　　　　　　 1/　 　　　　　　//　 　1

　　　　　　　 !/　 　　　　　　　!/　 　　　　l

　　　　　　 f-一 一 ー ーイ　 　 　 　 l
　　 　 　　 　 l　　　　　　　　 l　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 I

　　 　 　　 　 l　　　　　　　　　　 l
-一 一　 r　 　 　 　 　 l　 　 　 J
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /

_　 　　　　 l　　　　　　　 l　　　 /
　 　 　 　 一 一 一　　　　　　　　　　 1　　　 /

　　　　　　 l　　　　　　　 l　 /　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 !

　　 　 　　 　 L_____レ

　　 　 　　 　　 　ホ ス トシステ ム

図2-3　 ホ ス トシス テム との接 続

　 2.5　 シ ス テ ム の 起 動

2.5.　1　 起 　 　動

　 電 源を 投入 す る と きはデ ィス ケ ッ トを抜 い てお き、外 部 との コネ ク タ接続 が しっか りで きてい る こ

とを 確認 した後 、 リア パ ネル の電 源ス イ ッチ⑩ をONに す る。通 電 中はPOWER　 LED③ が 点 灯す

るo

　 電源 投 入後 、 フ ロ ッ ピーデ ィス ク、 ハ ー ドデ ィス ク の リキ ャ リプ レー トが 自動 的 に行 われ る。 電 源

を入 れ て か らハ ー ドデ ィス ク が規 定 回 転数 に 達 し、 リキ ャ リプ レー トが行 わ れて装 置 が レデ ィとな る

まで には最 大20秒 を 要す る。

READYが 点 灯 しな い場 合やERROR⑥ が点 灯 した場 合 は 、一 度電 源 を切 り、電 源、 信号 コネ ク

タ等 を確 認 した 後再 び投 入 す る こと。

2.5.2　 表示(1.ED)の 説 明

POWER－ 電 源 が 供給 され 電 源ス イ ッチが 「ON」 の状態 で 点 灯す る。

READY－ ホス トか ら本 装 置 を制御 可 能 であ る こ とを示 す 。

ACTIVE－ ハ ー ドデ ィス クが ア ク セス状 態 に な る と点 灯す る。

ERROR－ 装 置 内で 重 大 な エ ラーが検 出 され た場 合 に 点灯 す る。 イ ンター フ ェー ス信号RST

　　 　　 　 　　 また はス イ ッチ⑫ に よ る リセ 。 トを要 す る。

HEAD　 LOAD　 LED－ フ ロ ッピーデ ィス ク にヘ ッ ドが押 当 て られ、 読 書 きを行 って い る状態 で

　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 あ る ことを示 す。
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2.5.5　 リセ ッ トスイ ッチ

　本 装置 内部 を リセ ッ トす る。

2.5.4デ ィス ケ ッ ト操 作

　 ドライ ブ前 面の プ ッシ ュバ ー⑤ を押 して ドア を開 ぎ、 デ ィス ケ ッ トの ラベル のつ いて い る側 を右 側

に して ス ロ ッ トに挿入 す る。 次 に ドア ハ ン ドル ⑮ を 左 へ動 か して ロ ック す る。

⑤

、

`

●

■

NOTE　 　 デ ィスケ ッ トは 必 ずPOWER　 ONの 間 に取付 け取 りはず す こ と。

図2-4　 デ ィスケ ッ トの装 着方 法
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■

●
5 取 扱 上 の 諸 注 意

　 5.　1　 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 取 扱 い

　 デ ィス ケ ッ トは プ ラス チ ック の ジ ャケ ッ トに入 っ た フ レキ シ ブル なデ ィス ク であ り、 ジ ャケ ッ トの

内部 は 異 物 を デ ィス クか ら除 去清 掃す るた め に拭 掃 材 料 で裏 打 ち されてい る。

(1)ド ライ ブへ の挿入 、 取 出 しは装 置 電 源 が投 入 さ れ、 ス ピン ドル が回転 して い る間 に行 うこ と。

(2)ド ライブか ら取 出 した ときはい つ で もデ ィス ケ ッ トを保 管用封 筒 に戻 す こ と。

(3)デ ィス ケ ットは 磁 界 を 発生す る よ うな電 機 器具 や 、 強磁 性材 料 に近 づ けな い こ と。

　 　 強 力な 磁界 は デ ィスク上 に記 録 され た デ ー タに歪 を 生 じ させ る ことが あ る。

(4)封 筒 が す り切 れ た り、 ヒ ビ割 れ た り、 歪 んだ り した ら取 りかえ るこ と。

　 　 封 筒 は デ ィス ケ ットを保 護 す るよ うに設 計 され て い る。

(5)プ ラス チ ックの ジ ャケ ッ トに鉛 筆 や ボ ール ペ ン で字 を書 いて は な らない。

　 　 フ エル ト芯の ペ ン を使 用 す る こ と。

(6)不 注 意 に落 した煙 草 の灰 の よ うな 汚物 は デ ィス クを損 傷 させ る。

(7)デ ィス ケ ッ トを 熱 または 太陽 光 線 に さ らす こ とは 避 け る こ と。

(8)デ ィス ク の面 を手 で触 れ た り、 手 で清 掃 した りしては な らない。

　 　 す り傷 に よ り貯 蔵 デ ー タが失 われ る こ とがあ る。

⑨ 　 ク リ ップ等 は使 用 しない こ と。

3.2　 調整及び保守に関す る注 意

5.2.1　 フ ロ ッピーデ ィス ク ドラ イブ

　 フ ロ ッピーデ ィス ク ドライ ブの保 守 管理 は 、2.2.1の 項 目に従 って行 うこ と。

5.2.2　 ハ ー ドデ ィス ク ドライ ブ

　輸 送 時 には 衝撃 に依 る損 傷 を防 ぐた め フ ロン トパ ネル を取 りは ず して、 ロ ックレバーをLOCK状 態

に す る こ と。 そ の他 保 守 の必 要 は全 くない 。

　 ロ ック レバ ーを軽 く引 き上 げ矢 印方 向 に 回転 し、 キ ャ リ ッジの固定(LOCK)及 び解 除(FRE

E)を 行 う。(図3-1)はLOCK状 態 を 示す 。

　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 一

ク レバ ー

さc　　　　　　㊤
・

o　 　　　　　　国

sO　 臣
L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

図3-1　 キ ャ リ ッ ジ の 固 定
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5.2.5　 セ ル フ テ ス ト

　 Diagnoseコ マ ン ドで 行 う こ と が で き る。

5.2.4　 コ ネ ク タ 内 部 接 続

(1)信 号 ケ ー ブル

HOST

イ ＼
50

P
フ
一

フ
ツ

ト

て
フ
ノレ

＼/ '

N-7

　 CN-2

　　 　　 　　　 　　 　 CN-3

　　 統括 コ ン トロー ラ

CN-4　 　　　 CN-1

FD

50

P

フ

ラ

ッ
ト

ケ

ー

ブ

ル

CN-9

CN-5

20
P

フ
ラ

ッ
ト

　
　

ケ
L

フ
ル

LED表 示

フ ロ ッピ ーデ ィスク

HD

50

P

フ

ラ

ノ

ト

ケ

ー

ブ

ル

CN-8

ハ ー ドデ ィス ク

　　　　　　　　　　　　 図3-2

(2)電 源ケーブル

　　　　　 「 『 一 『 『 「

　　　　　 I

　　　　　 l　 　 　 　 　 　 l

　　　　　 l　 電　 源　 1

　　　　　 l

　　　　　 L_　 　__」

　　 　　　 　　 　　　 　　 図3-3

信 号 ケ ー ブ ル 接 続 図

　　 　　　 　　 　 CN-10－
CN-11

L____9N-12

電 源 ケ ー ブ ル 接 続 図

　　 　 一8一一

統 括 コ ン ト ロ ー ラ

ハ ー ドデ ィス ク

フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク



5.2.5　 ドラ イ ブ の デ ィジ チ ェー ン 接 続

'

'

図3-4　 デ ィジチ ェー ン の 接 続

　 複数 台 の装 置(最 大 各4台)を デ ィジチ ェー ンに よ って 接続 し、1台 目の統 括 コ ン トロー ラに よ っ

て 制御 す る こ とが で き る。 ケ ー ブル長 は最大6nlと す る。

　 図3-5、 図3-6に 信号 線 の ピン配 列 を示 す。
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A
PIN

%
B

PIN
%

、

亀

♂

●

DBCK 1

I

　 GND 26

2 27

SL　 2
3

1

28

SL　 1
4 29

ATN 5 30

BSY
6

.

31

－
TX

7
.

32

'

－
TC

8 33

DB　 亨 9 34

百 10

1

35

百 11 36

τ 12

.

37

百 13 38

百 14

.

39

丁 15

1

40

す 16

1

41

DBP
17 42

RST 18

,

43

DACK
19

.

44

DRQ 20 45

INT 21

1

46

－
CS

22

1

47

而 23

1

48

五 24

1

49

云 25

.

　 GND 50

　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　コネ ク タは 表4-1参 照　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

図3-5　 信 号 線 の ピン配 列

　　 　　　 　　 HDD

　　 　　　 　 -10-

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A



θ

ρ

A
PIN

面
B

PIN

磁

GND 1 三CT 26

2 RST 27

3

1

　 言CLR 28

4

I

　 FLT 29

5

.

　 　2　 SIDE 30

6 31

7

.

　 　SIDE 32

8

I

　　IUL 33

9

I

　 HDLb 34

10 IND 35

11 RDY
36

12

1

37

13 DSEL　 1
38

14

.

ラ 39

15

1

言 40

16

.

DSEL　 4
41

17 DIR 42

18 ST予 43

19
－
WD 44

20
－
WG 45

21

I

　　TRK　 O,
46

22 WPRT 47

23

1
　 『

　　RD
48

GND 24 49

25

1

50

図3-6 信号 線 の ピン配列

　　 FDD

コネ ク タは 表4-1参.照
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4 ホ ス ト ・ イ ン タ フ ェ ー ス

　 本 装置 とホ ス トシス テ ム は汎 用 性 の高 い非 同 期半 二重 方式 の イ ン タ フ ェー ス に よ り接続 され る。 本

装 置 の転 送 能 力(最 大 約250Kバ イ ト/秒)の 範 囲 内 で速度 の制 約 は な く、 ホス ト側の イ ン タフ ェ

ー スの 設計 が容 易で あ る。 あ りふ れた 既存 の 入 出 カイ ン タ フ エース を 利用 す るか 簡 単 なア ダ プ タを付 加

加す る ことに よ り幅広 い小型 コン ピ ュー タシス テ ム に対 応す る ことが で き る。

4.1　 信 号 の 種 類

ホ ス　ト

(ア ダプタ)

、

総 　 　括

コ ン トロー ラ

(・ 。・・B。 、(・ ・P・D・ ・h… …;)1
、

　　　　 Reset　 　　　　　　　　　　　　　(RSTh)

Contrallor　 Sellect　 　　(CSh)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

Address　 　　　　　　　　　 (Ah)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -

Read　 　　　　　　　　　　　　　(Rh)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 -

Write　 　　　　　　　 (Wh)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

Data　 Reguest　 　　　　　　 (DRQh)
一

　　　　　DMA　 Acknowlege　 　　　 (DACKh)

Interrupt　 　　　　　　　 ('INTh)

Terminate　 Control　 　 (TCh)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －

Transfer　 　　　　　　　　 (TXh)一

　　　　 Busy　 　　　　　　　　　　　　(BSYh)　
　　　　　 Data　 Bus　 Check　 　　　　(DBCKh)

　

⑱

亀

図4-1　 イ ン タ フ ェ ー ス 信 号

■

・一 　12一



●

4.2入 出 力 回 路

　 　 ホ　ス　ト

(アダブ・)一

　出力信号

7438相 当

　 　 　　 　　総 括 コン トローラ

「　　　　　　　入力信号

入力信号

靭 220Ω

270Ω
●ぱ 。

7414相 当
270Ω

7414相 当

出 力 信号

仁
7438相 当

7438相 当

7414相 当

トー ・m… 一 一 ヨ

7438相 当

7414相 当

図4-2　 ド ラ イ バ レ シ ーバ 回 路
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4.5　 信 号 線 の ピン配 列

A
PINl
46

.B
PIN

%

DBCKh
1 GND 26

2 27

3 28

4 29

　 　 .

5 30

BSYh
6

"

　 31

TXh
7 32

TCh
8 33

DB　 7h

　 　 1

9 34

厄 10 35

亘 11 36

一

4h
12 37

亘 　 　 　 　 　 　' 13 38

云 14 39

亘 15 40

厄 16 41

DBPh
17 42

RSTh
18 43

DACKh
19 44

DRQh 20

1

45
　 　 　 .

INTh
21

1 一
　46

CSh
22

1

47

－
Wh

23 48

－
Rh

24 49

－
Ah

25 GND 50

図4-3　 ホス ト側信号 線 の ピ ン配 列
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4.4　 信 号 線 の 説 明

ホ ス ト側 と の イ ン タ フ ェ ー ス 信 号 は 全 て ア クテ ィブLOWで あ り、"0"で 表 わ され る。

(1)　 Data　 Bus(DBPh、 　DBOh、 … …DB7h)

　 双 方 向 の9ビ ッ トで 構 成 さ れ て お り 、 ビ ッ トはDBOh=20、 　DBlh=21、 … …DB7h・=27Va対 応

し て い る 。DBPhは パ リテ ィ ビ ッ ドで 、 奇 数 パ リテ ィ1(な っ て い る 。

DBPhは 後 述 のDBCKh信 号 に よ り無 視 して 使用す る こ とがで き る。

(2)　 Reset(RSTh)

　 　 コ ン トロ ー ラを イ ニ シ ャル 状 態 に す る。RSThに"O"が 示 さ れ る と全 て の オ ペ レ ー シ 。ン は リ

　 セ ッ ト され る。RSThが"1"に な っ た 時 点 か ら 装 置 は コ ン ト ロ ー ラ 内 部 の ・・一 ドウ エ ア の 診 断 を

　 行 い 、 接 続 さ れ て い る デ ィス ド ライ ブ を 初 期 化 す る。 ド ライ ブ の セ ッ トア ップ が完 了 す る ま で

　 BSYh信 号 を 出 力 し、 こ の 間 ホ ス トか ら の コ マ ン ドは 受 付 け な い 。(～sec間)

(3)　 Controller　 Select　 (CSh)

　 　 リ ー ド(Rh)又 は ライ ト(Wh)を 可 能 に す る 。

(4)　 Address(Ah)

　 　 リー ド又 は ラ イ ト時 に イ ン タ ー フ ェー ス レ ジス タ を 選 択 す る 。

　　 　　　 五

　　 　　　 髄1"

　　 　　　 "1"

　　 　　　 ひ0"

　　 　　　 　"0"

(5)　Read(Rh)

Rh

"0"

tt　1"

ttO"

tt　1"

Wh

"1"

ttO"

ft　1"

"0"

ス テ 一 夕 ス レ ジ ス タ

コ マ ン ドレ ジ ス タ

デ 一 夕 レ ジス タ

　 　 　 〃

　　 イン タ ー フ ェー ス レ ジス タの 内容 をData　 Bus上 に 出 力す る。

(6)Write(Wh)

　　 Data　 Bus上 の 内 容 を イ ン ターフ ェース レ ジス タ に書 き込む 。

(7)　 Data　 Request　 (DRQh)

　　 デ ー タ転 送 を要 求 す る。 ホス ト側 がDMAモ ー ド(ホ ス トの メモ リ・と直接 デ ータ転 送 を行 う状態)

　 に よるデ ー タ転 送 を行 う時 に使 用す るこ とが 可能 で あ る。

　　 パ ラメー タや リザル トス テ ー タス の要 求時 に も出 力され る。

(8)DMA　 Acknowledge(DACkh)

　　 DRQhに 対 す る応 答 で あ り、 この 信号 は6Sh⊇0"、 五="O"を 指 定 した時 と同 じで あ る。

(g)　 In.terrupt　 (INTh)

　　 割込 要 求 信号 で何 らかの サ ー ビス を ホ ス トに対 して 要 求 してい る状態 であ る。

(10　Terminate　 Control　 (TCh)

　　 デ ー タ転送 の 完 了 を ホ ス ト側 か ら通知 す る。
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⑪ 　 Transbar(TXh)

　 　 デ ー タ転 送 の 間"0"と な る 。 デ ー タ転 送 に 先 だ っ て こ の 信 号 が"0"に な りデ ー タ 転 送 の 開 始

　 が ホ ス ト側 に 通 知 さ れ る。 ホ ス ト側 は デ ー タ 転 送 に 伴 な う種 々 の状 態 の 設 定 に こ の 信 号 を 用 い る こ

　 とが 可 能 で あ る 。

⑫ 　 BUSy(BSYh)

　 　 何 ら か の オ ペ レ ー シ 。 ンを 実 行 中 で あ る こ と を 示 す 。

(13　 Data　 Bus　 Check(DBCkh)

　 　 Rh、Whと 共 に 指 示 を 行 い 、　 Data　 Busの パ リテ ィチ ェ ック を 実 行 す る 。

　 　 DBCkh="　 .1"の 時 はData　 Busの パ リテ ィ ビ ッ トDBPhは 無 視 され る 。

　 4.5　 タ イ ミ ン グ

　 時 間 は装 置 の ドライバ/レ シ ーバ の位 置 で 規定 す る。

(1)Read

　 　 R

CS.A.DACK

　 DBCK

DBP.0～7

DRQ

一

　　　　、

一

/
_30ns　 min　 　 　 　 　 _一 ●_30nsm

ミ x
一 15・。,m・xト ー　 　 一 ←.20nsmi

x 1
一 100nsma

(2)Write

　 　 豆

CS.A.DACK

　 DBCK

DBP.0～7

　 DRQ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

-　　　　　　150
ns　 mln'

〆

一 一30nsmin　 　 　 　 　 　 -一 ←30ns　 mi

1
一 一

150nsmax　 　-一 一　　　　　　　　一ー一
一20nsmin

戊 1
→ 100nsm

一16一



(3)　 Reset

RST

　 　 　 　 　 　 ・

・10μsmln　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　－

l　　 　　 　　 l

(4)Busy

tt

◆

WorR

BSY

　　　　　　　　*

豆　 /　 　 ノ

一
　 max

150ns

L

←

*　 コ マ ン ド コ ー ドの ラ イ ト

*　 最 初 の パ ラ メ ー タ の リー ド

*

/.1

ノ

■一

　 max

]50ns

*

*

*

最 終 パ ラメ ー タの ライ ト

デ ー タ転 送 の最後 の ライ ト叉 は リー ド

最終 リザ ル トステ ー タス の リー ド

(5)　 Interrupt

冨

INT

　*

/　 　 /

ノ
●一 　max

150ns

*　 最後 のパ ラメ ータ叉 は最後 の リザル トス テ 一 夕ス の リー ド

(6)　 Data　 RequestとTransfer

　 a　 リー ドの 場 合

TX

DRQ

－
R

～
、

*l

l.　 /

*2

1　　 　 /
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

一

」 ノ 工
min
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b　 ライ トの場合

≡

DR這

可

*1　 　 　 　 　 / *2　 /
1*2　 1'

　　　/一

一

mi・　 　 　 　 　 /　 　 /
Ons

一

、　 / 、

*1　 TXが"onに な ってか らの最 初 のDRQ

*2　 f文 が"o"に な ってか らの2番 目以 降 のDRQ

⑳

　4.6　 ケ ー ブ ル コネ ク タ仕 様

本 装置 とホ ス トコ ン ピ ュー タ との信号 接 続 は 表4-1に 示す コネク タ に よ って行 う。 ケ ー ブル の長

さは 最大3mま で とす る。

表4-1　 ケー ブル コネ ク タ仕 様

型　　　　　　　名 メ ー カ ー

　 　 57F-30500　 (フ ラ ッ トケ ー ブ ル 用)

or

　 　 57　 -30500　 (パ ラ線 用)

DDK
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,

　5 シ ス テ ム の 機 能

　 5.1　 デ ィ ス ク の 統 括 コ ン ト ロ ー ル

　 ハ ー ドデ ィス ク と フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク を 統 括 的 に 制 御 す る た め に 、 各 々 の ドラ イ ブ に 通 し番 号(ユ

ニ ッ ト番 号)を 付 す 。

・　 ハ ー ドデ ィ ス ク　 　 　 :0～3

・　 フ ロ ッピ ー デ ィス ク 　 :4～7

　 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ か ら は 、 コ マ ン ドに続 くパ ラ メ ー タ で ドラ イ ブ(ユ ニ ッ ト番 号)と セ レ ク トの

ア ド レ ス を 指 定 す る 。 パ ラ メ ー タ は 、 ハ ー ドデ ィス ク と フ ロ ッピ ー デ ィス ク で 同 様 の 形 式 で あ る。

　 本 装 置 に 搭 載 す る 各 デ ィス ク の フ ォー マ ッ トを 表5-1に 示 す 。

　 　 　 　 　 表5-1　 ハ ー ドデ ィスク とフ ロ ッピーデ ィス ク の フ ォー マ ッ ト

種　　　　　類 8"ウ ィン チ ェス タ 型 8"薄 型両面倍密度

型　　　　　名 M102(K) YD-180

ヘ　 ッ　 ド　数 8 2

シ リ ン ダ 数 244 77

シ リン ダの

割 　付 　 け

一 般 エ リア CO～C239

交 代 エ リア C240～C242

診 断 エ リア C243

バ イ ト/セ ク タ 256 256囲

セ ク タ/ト ラ ック 40 26囲

　 　 　　 　囲 　 記 録 方式 お よび レ コー ド構成 は コマ ン ドに よ り指定 可能

　 5.　2　 デ ー タ バ ッ フ ァ(μ 一 キ ャ ッ シ ュ)

　 ユ ーザ が デ ー タを 直接 読 み書 き す るのは コン トロ ー ラ内 のバ ッフ ァメモ リに対 してで あ る。 バ ッフ

ァとデ ィス ク 間の デ ー タ転 送 はす べ て コン トロ ー ラ内で制 御 され るか らユ ーザ は そ れ に関 与す る必 要

が な く、 ホス ト(ア ダプ タ)問 の デ ー タ転 送速 度 は遅 くと も良い。 デ ィス ク の読 み書 き エ ラー が生 じ

た場 合 の回復 処 理(再 試 行)、 デ ータ書 込 み後 の ヴ ェ リフ ァイな どは いず れ もバ 。フ ァを 利 用 して コ

ン トロー ラ内 で実 行 され る。

　 本装 置 は また小 規 模 な キ ャッシ ュ(μ キ ャ ッシ ュ)機 能 によ ってバ ッフ ァメモ リを有 効 に利用す る。

その 操 作 は以下 の よ うな もの であ る。

①Read　 Dataコ マ ン ドが与 え られ た とき、そ のデ ー タが パ 。フ ァメモ リ中 に無 けれ ば そ の セ クタ

　 を 含む1ブ ロ ック(2Kバ イ ト)を 自動 的 に デ ィスクか ら ロー ドす る。

② 新 たなRead　 Dataコ マン ドが 発 せ られ た とき、 そ のデ ー タがバ ッフ ァ中 に既 に存 在 す れ ば直 ち
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　 に ホ ス トヘデ 一 夕を 転送 す る。　 　 　 　 　 　 　 　 。

　 一 般 に、一 定 の範 囲 内の セ ク タが 引続 きア クセ ス され る確 率 の 高い システ ムは 多い。 その よ うな場

合M－ キ ャ ッシ ュ機能 に よ って時 間 のか か るデ ィス クの ア ク セス 回数 を 減 ら し、 処 理 を高速 化 す る こ

とがで きる。

　 した が っ て、 本 装置 のμ 一 キ ャ 。シ ュ機 能 を 効果 的 に利用 す るた めに は、 連続 した セ ク タを 引続 き

ア クセ スす る よ うな フ ァ イル 管理方 法 を採 る のが有 効 で あ る。

5.5　 エ ラ ー の 回 復

　 本 装 置 では デ ィス クへ のデ ー タ書込 み 後 の ヴ ェ リフ ァイ まで を 自動 的 に実 行 で きる よ うにす る こと

でデ ータ の信 頼 性 を 高 めて い る。

　 また デ ィス ク 制御 中 に発生 す る様 々な エ ラ ーを解 析 し回復 す る機 能を 持つ。

　 した が って、 本装 置 の 出力す るエ ラーは、 通 常は 最 終 的な もの と判 断 で き る。

(1)デ ータ書 込 み 後 の ヴ ェ リフ ァイ

　 　 ヴ ェ リフ ァイに よ って エ ラーが検 出 された 場合 、 書 込み か ら規定 回数 まで再 試行 す る。

(2)デ ータ チ ェ ック の 発生

　 　 12回 まで再 試 行す る。 毎 回Recalibrateを 実 行 す る。

(3)セ クタ の検 出不 能(No　 Record　 Found)

　 　 毎 回Recalibrateを 実 施 し、12回 まで再 試 行す る。 フ ロ 。ピー デ ィスク で は2つ ま での 不 良

　 シ リン ダが あ り得 る もの と して、 そ の範 囲 内 で 自動 的 に隣 接 トラ ック ヘ シー クす る(不 良 トラ ック

　 または シ ーク エ ラー検 出時)。

(4)Equipmentチ=ッ ク の発 生

　 　 3回 の再 試 行 をす る。

㈲ 　下 位 コ ン トロー ラ間 イ ン タ ーフ.一 スの エ ラー

　 　 デ ータバ ス ・パ リテ ィチ ェ ック、 レジス タア ク セス エ ラーな どに対 しては2回 の再 試 行 を実 施す

　 る。

　 5.4多 重 制 御

　 ユ ー ザは 先 に発 した コマ ン ドの実 行完 了を 待 つ こ とな く新 たなiマ ン ド(と パ ラ メー タ)を 計8個

まで本 装 置 に書込 む こ とがで きる。 書込 まれ た コマ ン ドは 本装 置 内に待 行 列 を形成 す る。 コン トロー

ラはそ れ ぞ れ の コマ ン ド処 理 の進行 を 監 視 し、実 行 可能 な処 理 ば あれば そ れ を開 始 す る こ とに よっ て

効率 の 向上 を 図 ってい る。 複 数 の ドライ ブの 同時 シーク は もちろ ん の こ と、 デ ィス ク の領脚 とホス ト

問 デ ー タ転 送 は 並行 して処理 を進 め る ことが で き る。

　 た だ し、 デ ィス ク を読 み書 きす る正 味 の 期間 の みは 、 実 際上 ほ か の処理 が中断 され る。

　 多 重制御 の フ ロー チ ャー ト例 を 図5-1に 示 す。
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コ マ ン ド1書 込 み.

コマ ン ド2書 込 み

コ マ ン ドの終 了 を待 たず に

次 々 とコマ ン ドを書 込 む。

■

コマ ン ドn書 込み

一

他　の　処　理

一

　 　 　 　 　 　Nコマ ン ド1

終了?

Y

　 　 　 　 　 　Nコマン ド

終了?

Y　 l

　 　 `

コ マ ン ドn

終 了?

　 Y

n≦8

コマ ン ドの終 了を 確 認 す る。

図5-1　 多重制 御 の フロチ ャー ト例
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　 　 　　 　　 　 　　 　 　 6.動 作 シ ー ケ ン ス

　 ホ ス トコン ピュ ー タが本 装 置 に一 つ の コマ ン ドを発 しそ れ を処 理 す る シー ケ ンスは 図6-1の よ う

に な る。

　 まず ホ ス トは 本 コ ン トロ ー ラが レデ ィー状 態 で あ るのを 確認 して コマ ン ドお よび付 随 す るパ ラメー

タを送 出す る。

　本 装 置 は与 え ら れた コマ ン ド固有 の処 理 を 実行 し、 必 要 で あ れ ばバ ッフ ァに対す るデ ータ 転送 を ホ

ス トに要 求す る。 コマ ン ド実 行 終了 後、 本 装 置 は リザ ル ト ・ス テー タ スの読 取 りを ホス トに要 求す る。

　 デ ータ転 送 の開 始や コマ ン ドの実 行 終 了 の通 知 を割 り込 み として処 理 す る ことに よって ホス ト側 の

制御 を単 純 化 す る こ とが で きる。

　 コマ ン ト℃)フ　 ーズ　 　 　 本 ス トか ら本装 置 に コマ ン ドとパ ラメー タを 書 き込 む。

!
実 行 ⑯ フ ェ ー ズ

|
リザ ル ト(R)フ ェ ー ズ

コマ ン ド固有 の処 理 を実 行 す る。

コマ ン ドの種 類 に よ りホ ス ト間 のデ ータ転送 を伴 う。

(割 込 み に よ って開 始)

本 装置 は 実 行 の完 了 を ホ ス トへ通 知 す る(割 込み)。

ホス トは本 装置 か ら リザル トス テ 一 夕ス を読 み取 る。

図6-1　 動 作 シ ー ケ ン ス

6.1　 コ マ ン ド フ ェ ー ズ

実 行 フ ェー ズで のデ ー タ転 送 を除 き、 コマ ン ドや デ ータ の読 み 書 きは ス テー タスを 確認 しな が ら行

う必要 が あ る。

ステ ー タス は 図6-2、 表6-1に 示 す よ うに構 成 され る。

　BIT　 7　 　　 　 6　 　　　　5　 　　　　4　 　　　　3　 　　 　　2　 　　　 　1　 　　　 　0

CRDY INT C-ph E-ph HER 0 RM DRQ

図6-2　 ス テ ー タ ス の 構 成

　多 重 に コ マ ン ドを実 行 させ る場 合、 そ れ らの コマ ン ドを区 別す る必 要が あ る。 この た めCフ ェーズ

のパ ラ メール 中 にUCID(User'sCommand　 ID)と 呼ぶ4ビ ッ トの値を セ ッ トす る こ とが で

きる よ うに な ってい る。 値 は ユー ザの任 意で あ る。

　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　-22一
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表6-1ス テ ー タ ス の 意 味

BIT 意　　　　　　　　味

7 CRDY コ マ ン ドを受 け られ る状 態 に ある こ とを 示 す。

(Command　 Ready) 初 期 状態 の一 定 期間 、 コマ ン ドフ ェーズ 実行 中、 ホ ス ト間 でデ

一 夕 転 送 中 、 お よび リザル トフェーズ の実 行 中 、 こ の ビ ッ トは"0"

とな る。

6 INT ① 　 E-ph=1の と き:実 行 フ ェーズ にお い てデ ー タ転 送 の準

(Interrupt　 Request) 備 が で きた ことを示す 。

① 　 E-ph=0の とき:コ マ ン ドの実 行を 完 了 した こ とを 示 し、

リザル トス テ 一夕ス の 読取 りを要 求 す る。　 　 、

5 C-ph コマ ン ドフ ェーズに おい て 、 パ ラメー タの書 込 みを 要 求 して い

(Co㎜and　 Phase) る こ とを示 す。

4 E-ph 実行 フ ェーズ で あ る ことを示 す。

3 HER

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

コ ン トローラ内 で、 自身 では 解決 で きない ハ ー ド的 な エ ラー が

(Hard　 Error) 発生 した こ とを 示す 。 イ ン タ ーフ ェー ス信号RSTに よる初 期

化 を 要す る。

2
(未 定 義 ビ ッ ト"0")

1 RM デ ー タ レ ジス タを介 し てデ ー タ転送 す る場 合 の方 向を示 す。

(Read　 Mode)
"1"の と き

、データレジスタ の 内 容 を ホス トへ送 出す る こ とを示 す。

'¶0"の と き
、 デ ー タ レジス タへ の 受 信 を 示 す 。

0 DRQ デ ー タ、 パ ラ メ ー タ 、 リザ ル トス テ 一 夕 ス な ど の 転 送 要 求 を

(Data　 Request) 示 す。

① 　RM=1の とき:デ ー タが デ ー タレ ジス タ に準備 され てい

る と き"1"と な る。

〃
② 　 RM=0の と き:デ ー タ レ ジス タが空 で、 デ ー タの書 込 み

が 可 能 な と き"1"と な る。

　 6.2　 実 行 フ ェ ー ズ と リ ザ ル トフ ェ ー ズ

　 Cフr－ ズ で必 要な パ ラ メー一:タを す べ て受取 る と、 コ ン トロ ー ラは レデ ィ状 態 とな るので 、次 の コ

マ ン ドを 書 込む こ とが で き る。 た だ し、 コマ ン ドが8個 書込 まれ て しま った と きは ビ ジ ィ状 態 に留 ま

る 。

　 実 行 フ=一 ズ(Eフ ェ ー ズ)の デ ー タ 転 送 や リザ ル ト フ ェ ー ズ(Rフ ェー ズ)は ホ ス トに 対 す る 割
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込 み要 求 にょ って 開始 さ れ る。割 込み 要 求 を認 識 した ホス トは ステ ー タス を 読 込む こ とに よ りEフ ェ

ーズ かRフ ェーズ かを 判別 す る こ とが で き る。 また、 デ ー タ レジス タ には 図6-3、 表6-2に 示 す

よ うに割込 み コー ドとUCIDが セ ッ トされ る。UCIDに は フ ェー ズ にお い て書 込 ん だ コ ー ドがそ

の ま まセ ットされ てい る。

　 Eフ ェーズ の起 動 要求 の場 合、 この デ ー タを1バ イ ト読 込 み、UCIDに ょって どの コマ ン ドに対

す るデ ー タ転 送 が レデ ィとな った のか を識 別 して 、そ れ に対応 す る デ ー タ転送 を起動 す る。 デ ータ転

送は イン タ ーフ ェイス信号DRQとDACKを 利用 して・・一 ド的 に処 理(DMAモ ー ド)し て も、 ス

テ ー タスを読 みな が ら1バ イ トず つ処 理 して もか まわ ない(6.3、4参 照)。

　 Rフ=一 ズ の割 込 み要 求 の場 合 には 、 コマ ン ドオペ レー シ.ン の結 果 を示 す リザ ル トステ 一 夕スを

デー タレ ジス タを介 して 読取 る必 要 が あ る。 この場合 もEフ ェー ズ のデ ータ転 送 と同様 、UCIDの

値 に よって どの コマ ン ドが終 了 した の か を知 る こ とが で き る。

　 　 　 　 　 　 　　 Bit7　 　　　6.　 　　5　 　　　4　 　　　3　 　　　2　 　　　1　 　　　0

●

図6-3　 割 込 み 時 のデ ー タレ ジス タの内 容

表6-2　 割 込 み コ ー ド

種　類
Bit

意　　　　　　 味
7　 　6　 5　 　4

デー タ転 送
　 一"
レ ア イ

0　 0　 　0　 　0 Eフ ェーズ の デ ー タ転 送 の起動 を 要 求 す る(TRDY)

正 常 終 了

0　 　0　 　0　 　1 コマン ドの 正常 終 了を 示す(NT)

0　 　0　 　1　 0

　 　 ～
未　使　用

異 常 終 了

1　 　0　 　0　 　0 コマ ン ドのEQC以 外 の エ ラー終 了 を示 す(AT)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1　 0　 　0　 　1 コ マ ン ドのEquipment　 Checkに よ る 終 了 を 示 す(EQC)

1　 0　 　1　 　0

　 　 ～
未　使　用
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6.　4　 ホ ス トの 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト例

コマ ン ドを書込 む

DRQ

パ ラメータ を書込 む

了
、
終ズ

　

一

　

工フC

「92一

コマ ン ド書 込 み

　 　不 　可



　割 　 込 　 み

ステ ー タス を読 む

　 　E-PH

　 　 　 　 Y

N

(デ ー権 送開始

ス テ ー タスを 読 む

　 　 DRQ

已こ

N

＼

　 　 　 　 　 /＼/
　 　 　 Y

デ ー タ を 読 む

UCIDに よ り

コ マ ン ドを 識 別

1

対応す るデー タ

転送 を起動

(復 　 帰)

ステ ー タスを読 む

DRQ

データ(リ ザル ト)

　 を 読 む

UCIDに よ り
コ マ ン ドを 識 別

対 応 す る コマ ン ド

の終 了処 理

一30一一



●

チ ー タ 転 送

デ ー タ を 読 む

ま た は 書 く

デ ー タ転 送終 了

(注)DMAモ ー ドでは、 この

　 　 制 御 は 必要 ない
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Z1

　　　　　　 Z　 コ マ ン ド オ ペ レ ー シ ョ ン

コマ ン ドセ ッ トとパ ラ メ ータ

　　　　　　　　 表7-1　 コマ ン ドセ ッ.ト

コ マ ン ド

コ　ー　 ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!パ ラメ_タ
コ　 マ　 　ン　 　ド　 名　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　

・ バ イ　ト数 備　　考

00H
ト

1

01 i

02

!

…

～ {

10
　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 |Recalibrate2

11 Set　 Colnmand　 Mask 2

12 Diagnose 2 H

13

14 Statistics 2

15

～

20 」

21

22 Read　 Data 8

23 Write　 Data 8

24

25

26 Read　 Address 8

27

28 Alfernate　 Assign 8 H

29 Write　 Format 8 H

2A Write　 Format　 All　 Tracks 8

2B

2C

～

30 Mode　 Set 8

31

～

40 Copy　 Data 12

41

～

Note　 l.備 考 欄 のHは 、 ・・一 ドデ ィス ク 専 用 の コ マ ン ドで あ る こ と を 示 す 。
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表7-2　 コマン ドの 説明 に用 い る略号

略　　号 意　　　　味 説　　　　　　　　　明

D Drive　 Address ド ラ イ ブ番 号 を 示 す 。0～3が ハ ー ドデ ィス ク 、4～7が フ ロ ッ

ピ ー デ ィス ク に 割 当 て られ る。

CH、 　CL Cylinder　 Address シ リン ダ番号 を12ビ ットで表 わ す。

H Head　 Address ヘ ッ ド番号 を 示す 。

S Sector　 Address セク タ番号 を示 す。

SC Sector　 Counter 処 理 す べ きセク タ数 を示 す。

BYCH、

BYCL
Byte　 Counter 処 理 す べ きデ ー タのバ イ ト数 を16ビ ッ トで表 わす。

DR Disable　 Retry DRが1の と き、エラーを検 出 して も再 試 行 しない ことを指示す る。

DC Disable　 Cache DCが1の とき、 キ ャ ッシ ュ機 能 を使 用 しな い こ とを指示 す る。

DV Disable　 Verify DVが1の と き、 書 込み 後 の読 出 しチ ェ ック を行 わな い こ とを指

示 す る。

UCID User's　 Co㎜and

ID

多 重 に コマ ン ドを 実 行 させ る際 、 ユ ーザ 側 でそ れ らを 区別 す るた

め に使用 す る。 内 容 は ユーザ の任 意 で あ る。

表7-3　 パ ラ メ ー タ

Byte
7 6 5

Bit

4 3　 　 2　 　 1 0
Remarks

Recalibrate

0

1

D

0 0 0 0

　　 UCID

O　　 O　　 O 0

Set Comlnand　 Mask

0
　　

　1

Acceptable　 Command ID Code

D

CMID

UCID・

Diagnose

0

1 0

　 D・

0 0 0

　 　 UCID・

0　 　 0　 　 0 0

Statistics

0

1

D

0 0 0 0

　 　 UCID

O　 　 O　 　 O 0
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Byte 7 6 5

Bit

4　 　 3 2　 　 1 0
Remarks

Read Data

0

　　
1

　

2

　
　
3

　
　

4

　
　
5

　

6

　
　

7

O

DR

O

DC

0

0

UCID

O　 　 O

0　　-

0　　 0 0

D CH'

CL

H

S

0 0 0

　 SC・

0　 　 0 0　 　 0 0

Write Data

0
　
　
1

　
　

2
　
　

3
　
　
4

　
　
5

　
　
6
　
　

7

O

DR

O

DV

0

0

UCID-

0　　 0

0

0　 　 0 0

D
層 CH

CL

H・

S

0 0 .0

　SC・

0　 　 0 0　 　 0 0

Read Address

:
2

3

4

5

6

7

0

0

0

0

0

0

UCID・

0　 　 0

　 CH

「

・FDDの 場 合 は無 意 味

'

0

0　 　 0 0

D

　 CL

　 H

　 S

BYCH

・BYCL
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Byte

　 　 　 Bit

7　　　　6　　　　5　　　　4　　　　3　　　　2　　　　1　　　　0
Remarks

Alternate　 Assign

0

　
　

1

　

2

　

3

　
　
4

　

5

　
　

6

　
　

7

0　　 0　　 0　　 0　 ・　　　 UCID

O　　 O　　 O　　 O　　 O　　 O　　 O　　 O

　 D　 　　　　　　　　　CH.

・　　　　　　　　 ・CL.　 　　　　　　　 ・

　 　 　 一.H

　 　 　 S

　 '

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×
}無 視

Write　 Format

0
　
　

1

　
　

2

　
　

3

　
　

4

　
　

5

　
　

6

　
　

7

0　 　 0　 　 0　 　 0　 　　　　 UCID

O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O

　 D　 　 　　 　 　 ・　　 　 CH

　 　 　 .CL.

　 　 　 H'

・　 　 　 　 　 　 　 　 　 S・

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

1

1

}無 視

Write　 Format　 All　 Tracks

0

　
　
1
　

2
　

3

　
　
4

　

5

　
　

6

　
　

7

0　 　 0　 　 0　 　 0　 　　 　　 UCID

O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O　 　 O

　 D　 　　 　 　　 ×　 　 ×　　 ×　 　 ×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×　　　×

「

・ 無 　 視

㎡

一35一

 

▼

　

　

　

　

　

■

.

　

　

　

　
　

・



Byte
7 6 5

Bit

4　 　 3 2 1 0
Remarks

Mode Set

0

　

1

　

2

　

3

　
　
4

　

5
　
　

6

　
　

7

F

O

×

0

0

×

0

0

×

UCID

O

XCNH

Max

Max

}XCN:M・x　 D・t・Cyli・der
　 　　 　 Nunlber

　 　　 Head　 Number

　 　　 Sector　 Number

0

0　 　 0

×

0 0

XCNL・

XHN

XSN

O　 　 O

×　　　×

.

噺

0

×

0

×

0

×

0

×

　 一

〇

×

1

×

Copy Data

0

1

2

3

:

…
9

10

11

O

DR

O

DV

0

0

0 UCID・

O

　 CH

、

、

`

'

'Source

・Destination

0　 　 0 0 0

D

CL

H

.

.

S

0 0 0

SC・

0　 　 0 O

　CH

0 0

.D

CL

H

・　 S

　 7.2　 各 コ マ ン ドの 機 能

(1)　 Recalibrate

　 　 指定 され た ユニ ッ トのヘ ッ ドを シ リンダ0へ 位 置付 け る。

(2)　 Set　 Command　 Mask

　 　 指 定 された ユ ニ ッ トに対 し特 定 の コマ ン ドの実 行 を許可 す る コマ ン ドァ ィデ ンテ ィフ ァイ ァ(C

　 MID)コ ー ドを セ ッ トす る6

　 　 この コマ ン ドに よる許可 が必 要 な の は、 フ ォー マ 。 ト処 理 系 の コマ ン ドな ど通 常は使 用 しな い も

　 の で あ る。
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'

　 　 CMIDコ ー ドはそ の ユ ニ ッ トに対 して 次 に発 せ られ る コマ ン ドに対 して有 効 で ある。

(3)　 Diagnose

　 　 コ ン トロー ラの ハ ー ドウエ ア と指定 され た ユ ニ ッ トの 内部診 断 を行 う。

　 　 ハ ー ドデ ィス ク が指定 され た場合 には、 コン トロー ラ内の 自己診断 の後 そ の ユニ ッ トの 診断 エ リ

　 アを リー ド ・ラ イ トテ ス トす る。

　 　 フ ロ ッピー デ ィス クが 指定 され た場 合 には 、CRJエ ラー とな る。

(4)　 Statistics

　 　 コマ ン ドの発 信 回数 、 ユニ ッ トのア ク セス 回数 、 エ ラー発生 回数 、 μ 一 キ ャ ッシ ュの 使 用 回数 を

　 ホ ス トへ 送 る。 これ らの情 報 は、 電 源ONか ら、 この コマ ン ドを 受信 す る まで の もの であ る。

(5)　 Read　 Data

　 　 指 定 され た セク タか らデ ータを 読 出す。

　 　 連 続 して読 み 出せ るデ ー タ長 さは 最大2Kバ イ トまで であ る。

　 　 リ トライ に よ って も回復 しな い エ ラー が生 じ た と きには 、そ こ までに読 み 出 したデ ー タを送 出後

　 異常 終 了す る。

　 　 ホ ス トとのデ ー タ転 送中 に終 了信号TCが 入 力 され た場合 は 転 送 を終結 し リザ ル トフ ェーズ へ移

　 行 ず る。

(6)Write　 Data

　 　 指定 され た セク タか らデ ー タ を書 き込む 。

　 　 連 続 して書 き込 め るデ ータ長 さは 最大2Kバ イ トまでで あ る。

　　 ホ ス トか らバ ッフ ァへ のデ ー タ転 送 中 に終 了信 号TCが 入 力 され た場 合 、 その セ ク タ まで をデ ィ

　 ス ク に書込 む。 そ こが セク タの途 中 で あれば そ のセ ク タの 残 りのバ イ トに00Hを 書 込 む。

　　 ホ ス トか らデ ー タ受信 中 にパ リテ ィチ ェ ック が 発生 した場 合 は そ こで受 信 を打切 り、 直 ち に リザ

　 ル トフ ェーズ の処 理 を起 動 す る。

(7)　 Read　 Address

　　 指定 された ア ドレス エ リア(IDフ ィール ド)を 読 出す。

　　 ハ ー ドデ ィス ク では指 定 され たセ ク タか らBYCま でア ドレス エ リア の内容 を 読 出す。 デ ー タは

　 1セ ク タ 当 りF、C、 　H、　Sの4バ イ トで あ る。 不 良一 交代 リンクの 確認 に用v%こ とが で き る。

　　 フ ロ ッピーデ ィス ク では 指定 され た トラ ック 上 で最 初 に検 出 したIDフ ィール ドを読 出 す。 読 み

　 出 したデ ータは リザル トス テ 一夕 ス 中 のア ドレス ど して ホス トへ 転送 し、E－ フ ェーズ で のデ ータ

　 転送 は起 こ らない。

　　 Set　 Command　 Maskに よる許可 を必 要 とす る コマ ン ドで あ る。

　　 CMIDコ ー ドは コマ ン ドコー ドと同一 であ る。

　　 読 出 し中 のエ ラ ーに対 す る動 作 はRead　 Dataに 準 ず る。

(8)　Alternate　 Assign

　　 指 定 され た セ ク タの不 良 一交 代 リン クを 作成 す るハ ー ドデ ィス ク専 用 の コマ ン ドで あ る。
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　 　 Set　 Command　 Maskに よ る許可 を要 す る。

　 　一 般 エ リア の中 の セク タ に対 して この コマン ドが発 せ られ た ときは そ のセ ク タを不 良 とみ な し、

　 交 代 エ リア の 中か ら未 使用 のセ ク タを探 して不 良 一交 代 リンク を作 成す る。 交 代 エ リア がす べ て使

　 用 済 の場 合 は交 代 エ リア エ ラ ーを報 告す る。

　 　 この コマ ン ドが交 代 エ リア に対 して発せ られ た ときは、 そ の セ ク タに使 用 不可 を 示す フ ラグを 書

　 込む 。

　 　 コマ ン ドの実 行 に よ りそ の セ クタ のデ ー タ エ リア のデ ー タは 破壊 され る。

　 　 CMIDコ ー ドは、 コマ ン ドコー ドと同一 であ る。

⑨Write　 Format

　 　 指定 され た セ ク タの ア ドレス エ リア を書 込む ハ ー ドデ ィス ク専 用 の コ マ ン ドで あ る。

　 　 Set　 Command　 Maskに よ る許 可 を要 す る。

　 　 コマ ン ドの 実行 に よ りそ のセ ク タの デ ー タエ リアの デ ータ は破 壊 され る。

　 　 CMIDコ ー ドは 、 コマ ン ドコー ドと同一 で あ る。

⑩Write　 Format　 All　 Tracks

　 　 指 定 され たユ ニ ッ トの全 トラ ック にわ た り リア ドレス エ リア(IDフ ィール ド)を 書 き直す 。

　 　 本 コマ ン ドを実 行す る際 には 、下 位 コ ン トロー ラ内の ス イ 。チ の設 定 が 必要 で あ る。

　 　 Set　 Command　 Maskに よ る許可 を要 す る。

　 　 全 トラ ック のデ ータは コマ ン ドの実 行 に よ り破 壊 され る。

　 　 CMIDコ ー ドは 、 コマ ン ドと同一 であ る。

⑪ 　Mode　 Set

　 　 レ コー ド構成 な どデ ィス クを 制御 す るに必 要 な定 数 を変 更 す るた め の コマ ン ドであ る。

　 　 本 コマ ン ドを発 しな い場 合 、 表5-1に 示 した フ ォーマ ッ トに 従 って デ ィス ク を制御 す る。 フ ロ

　 ッ ピー デ ィス クは 全 レ コー ドが 倍密 度 記録 、26セ ク タ/ト ラ ック であ る もの と して い る。 これ ら

　 の条 件 は 本 コマ ン ドを実 行 す る こ とに よ り変 更 す る こ とが で き る。

　 　 Cフ ェーズ のパ ラメ ー タに よ って ハ ー ドデ ィス クの レ コ ー ド構 成 を 設定 す る。 フ ロ ッピーデ ィス

　 クの パ ラメ ータ を変 更す る場合 は、Cフ ェー ズ のパ ラ メー タ中 のFピ ッ トを1と し、　Eフ ィーズ で

　 表7-4に 示 す。16ビ ッ トのデ ータを転 送す る。

a2　 Copy　 Data

　 　 指 定 された セク タ か らの デ ー タを他 の指定 され た セ クタヘ コ ピーす る。

　 　 1つ の コマ ン ドで連続 して コ ピ ーで き るデ ー タ長 さは8セ ク タ まで とす る。

　 　 ハ ー ドデ ィス ク とフ ロ ッピーデ ィス ク間 のCopyで 両者 の セク タ当 りのパ イF数 が異 な っ てい て

　 も よい。

　 　 読 み 出 し、 書 込み 中 の エ ラー に対 す る処 理 はRead　 Data、Write　 Dataコ マ ン ドに準 ず る。
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■

表7-4　 Made　 Setコ マン ドに おい てホ ス トか ら転送 が必 要 な デー タ

BYTE 7i
| 1

BIT

l　 l 1 1 10
意　　　　　　 味

0 XCNL
max　 　cylinder　 number

　 1ユ ニ ッ ト当 りの 最 大 シ リン ダ 番 号
1 XCLH

2 XSN (0)

max　 sector　 numbCr

　 1ト ラ ック 当 りの 最 大 セ ク タ番 号

3 (1)

4 (2)

5 MFM PRL (0} MFM:1の と きMFM、0の と きFM

PRL:Record　 Length

　 　 　 　 1セ ク タ 当 りの バ イ ト数

0…　 128、 　　1…　 256、 　　2◆・・512、

3…1024

6 MFM ω

7 MFM (2)

8 GPL (0)
　 　 　 　 　 　 　 　 .

Gap　 Length

VFO　 SYNCを 除 い た ギ ャ ップ3の 長 さ

　(連 続 セク タを処 理 す る のに必要 な パ ラメ

　　一夕 ー)

9 (1)

10 ②

11 FGPL (0)
Format　 Gap　 Length

　 　 　 同 　 　 上

　 (フ ォーマ ッテ ィングす るのに必 要な パラメーター)

12 (1)

13 (2)

14 × × X ×　　× × × × 無　　視

15 HLT ヘ ッ ドロ ー ド時 間

添 字 の0～2の 意 味 は

　 0… … シ リ ン ダ0、 ヘ ッ ド0の フ ォ ー マ ッ トを 規 定 す る デ ー タ

　 1… … シ リ ン ダ0、 ヘ ッ ド1の フ ォ ー マ ッ トを 規 定 す る デ ー タ

　 2… … シ リ ン ダ1以 上 の フ ォ ー マ ッ ト配 列 を 規 定 す る デ ー タ
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表7-5　 ス テ 。プ信 号 の間 隔

間 隔 　 (ms)

表7-6　 ヘ ッ ド ロ ー ド時 間

SRT

HO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

6

5

4

3

2

1

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

1

1

1
・

1

1

1

1

HLT

00H

O1

02

03

04

05

06

07

08

7D

7E

7F

時 間(ms)

時 間

　 2

　 4

　 6

　 8

10

12

14

16

250

252

254

表7-7　 フ ォ ー マ ッ トの パ ラ メ ー タ

記録方式 1セ クタのデータ長 PRL SC GPL GPLb

F　 M

128バ イ ト

256

512

00H

O1

02

1AH

OF

O8

07H

OE

lB

1BH

2A

3A

MFM

　 256

　 512

1,024

01

02

03

1A

OF

O8

OE

lB

35

36

64

74

■
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　 7.5　 リ ザ ル ト ・ ス テ ー タ ス

　 リザル ト ・ス テータス は コマ ン ド処 理 の結 果 を ホ ス トへ通 知す る もので、 表7-8に 示 す10バ イ

トか ら構 成 され る。 多重 制御 の場合 、 ど の コマ ン ドの終 了か はUCIDで 、 また正 常 終 了か 異 常終 了

かは 割 込 み コー ドに よ って 判別 で きる。2バ イ ト目以 降 は エ ラー の種 類 を示す 。5バ イ ト目以 下 は 内

部 で処理 した結果 の デ ィス ク の ア ドレスを 表 わす 。　 '

表7-8　 リ ザル ト ・ス テ ー タ ス の 構 成

■

Byte

Bit
0 1 2 3 4 5 6 7 8　　　　 9

7 CRJ ADRC 一

6

割
込

NT
一 ALTC DRDY

コ or u

5 |

ド
AT

EOV 一 一

4 一 一 一

CL H S SC/BYC
3 DTC

一 一

2 一 一 一

UCID CH

1 NRF 一 w

0 MAM CM 一

↑
7 × ×

割
6 込 PER ×

コ EQC
5 | CMER ×

ド
4 × ×

3 BFER ×

2 FOER ×

UCID

1 DBER ×

0 HOER ×

(注1)　 一印 は未定 義 、 × 印は不 定 ビ ッ トを示 す。

(注2)　 バ イ ト4～9は 、 エ ラー の内 容 に よ って

　 　 　　は 意味 を持 たないo

(1)CRJ

　 (Command　 Reject)

受 取 っ た コ マ ン ドに エ ラ ー が あ る。

① コ マ ン ドコ ー ドが 未 定 義

②Set　 Command　 Maskが 必 要 な コマ ン ト"にお い て、 同 コ マ ン ド

　 に よ る 許 可 が な さ れ て い な い 。

③ パ ラ メ ー タ の 内 容 が 不 適 当 。

な ど。
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(2)EOV　 　 　 　 　 　 　 　一 般 エ リアの 最終 ア ドレス(C、 　H、　S)を 越 えて処 理 しよ うと した。

　 (End　 of　Volume)

(3)DTC　 　 　 　 　 　 　 デ 一 夕チ=ッ クの 発 生を 示す 。 バ イ ト2のADRCビ ッ トに よ りデ ー タ

　 (Data　 Check)　 　 　 　 チ ェ ック の発 生 ア ドレス エ リアか デ ータ;リ ア か を判別 で き る。

(4)NRF　 　 　 　 　 　 　 指定 され た ア ドレス の セ ク タが検 出で きな い。

　 (No　 Record　 Found)

(5)MA　 　 　 　 　 　 　 　 フ ロ ッピーデ ィス クを リー ド、 ライ トす る コマ ン ドに対 し、

(=:M⊇;::≡:;:
,(。 。_DDAM)h、ge、,、 、(一きな、、

　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 ① の場 合ADRCビ ッ トが セ ッ トされ る。

(6)ADRC　 　 　 　 　 　 　ア ドレス エ リア(IDフ ィー ル ド)処 理 で のエ ラー の発生 を示 す。

　 (Address　 Area　 Check)

(7)ALTC

　 (Alternate　 Check)

(8)CM

　 (Control　 Mark)

(9)PER

　 (Program　 Error)

⑩ 　 CMER

(ll忠 、㌧nlrr。r)

⑪　BFER

(麗:IErr。r)

⑫ 　 DBER

　 (Data　 Bus　 Error)

⑬ 　 DRDY

　 (Drive　 Ready)

04　 TRKO

　 (Track　 OOO)

臼 　NW

　 (NotWritable)

」・一 ドデ ィス ク の交代 エ リア処 理 で の エ ラー発 生 を示 す。 一般 にはDT

C、NRFと と もにセ ットされ る。 た だ し、　Alternate　 Assighコ

マ ン ド、 交 代 エ リアが 全て使 用 されて い る場 合 はALTCが 単 独 で セ 。

トされ る。

フ ロ ッピー デ ィス クを 読 出す コマ ン ドで、 デ リー テ ッド ・ア ドレス ・マ

ーク の付 い たセ ク タを読 取 った こ とを示す 。

コマ ン ド処理 や ドライ ブの制 御 が 規定 時 間 内 に終 了 しな か った ことを示

す。

コマ ン ドレ ジス タへ の アク セ スが コ マン ドフ ェーズ 中に 再度 あ った こ と

を 示す 。

デ ー タ レジス タ に対す るアク セ ンの とき次 の タイ ミングエ ラー とな った

こ とを 示す 。

① デ ータ転 送方 向を 誤 った。

② デ ータ リクエ ス トの な い ときに アク セス した。

ホ ス トイ ンタ フ ェース のデ ー タバ ス にパ リテ ィチ ェ ック の生 じた こ とを

示 す。

そ の ドライ ブが制 御可 能 な 状 態 に あ る こ とを示 す。

シ リン ダア ドレスが機 械 的 な検 出 に よ る0番 地 を指 して い る ことを示 す。

書込 み 防止 穴 の あい た フ ロ ッピー デ ィス ク に書込 も うと した(Write

Protected)が ド ライ ブの ライ トア ンプ系 で異 常 が生 じた(Write

Fault)こ とを示す 。

　 　 　 　 　 　 　 　-42一
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　　　　　　　　 8.ホ ス トコ ン ピ ュー タ と の接 続 例

PC-8000シ リー ズ との接 続は 、別 添 「PC-8000用 ア ダ プ タ取扱 説 明書 」 に記す 。

●
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別 　添

PC-8000用 ア ダ プ タ

取 扱 説 明 書



■

i

/

/



1L構 成

　 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タPC-8000シ リー ズ に イ ン テ リ ジ ェン ト ・デ ィス ク ユ ニ ッ トを 接 続 す

る た め に 専 用 ア ダ プ タ を 用 い 、 図1に 示 す 構 成 を と る。.す な わ ち 、PC-8012のFDCポ ー トに

ア ダ プ タを 介 し て デ ィス ク を 接 続 す る こ とに よ って 、 通 常PC-8031(ミ ニ デ ィス ク ユ ニ ッ ト)

が 行 っ て い る 動 作 の 代 替 を す る と共 に20Mバ イ トの 記 憶 容 量 を サ ポ ー ト し て い る。

■

PC-8001

　 (CPU)

イ ン テ リジ ェ ン ト

デ ィス ク ユ ニ ッ ト

囲 　 PC-CP/M(ハ ー ドデ ィスクサポー ト)が 動 作 す る た め に必 要 な ・・一 ドウエア

　 　 　　 PC-8001　 本 体(RAMフ ル 実装)

　 　 　　 PC-8012　 1/Oユ ニ ヅ ト(ROM2716　 1個)

　 　 　　 PC-8012-02　 RAMボ ー ド

　 　 　　 CRTデ ィス プ レ ー

　 　 　　 イ ン テ リジ ェン トデ ィス クユ ニ ット

　 　 　　 ア ダ プ タユ ニ ッ ト

図1　 PC-8000シ リー ズ と イ ン テ リジ ェ ン トデ ィス ク ユ ニ ッ トの 接 続

●

2.準 備

2.l　 PC-8012の セ ッ ト

① モ ー ド切 換

　 　 メモ1」モ ー ドを 指定 す るため に ジ ャンパ コネ ク タ(CN-2)の2-3を ジ ャンパ ーす る。

②PC-CP/MのBootを 書 込 んだPROM(2716)を 差 し込 む。　PROMの 向 きは図2を 参 照

　 す る こと。
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①

口

CN-1

≡
== 、

図2　 PC-8012内 部 基 板

① イ ンテ リジ ェン トデ ィス クユ ニ 。トとの 接続

　 　 デ ィス クu－ニ ッ トリア パ ネルHOSTの 位置 ヘ コネ ク タを接 続す る。

②PC-8012と の 接続

　 　 PC-8012　 FDCポ ー トヘ コネ クタ を接続 す る。

③ 　電源 の供給

　 　 ア ダ プ タか ら 出て い る2本 の線 をPC-8012内 部 の電 源 に接 続 す る。 … … 図3参 照

　 　 他 の電 線 と共 締 め す る こと。

!

　
　
　

舩

　
　
　
隔
2
口

◎
宣

◎
曇

鋤
コ③
工

㊦

吟

PC-8012内 部 電 源

図3　 電 源 の 接 続
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5

セ

と

＼ ＼≒遷
　　　　　　②PC-8012
　　＼FDc

＼　　＼ 、　　　　＼

PC　一　80
01

胡"

人ヲて
　 イ へ

　 ヲ× ×
ヲ'〃 リ

チワク

図4　 接　続　方　法

鍵
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3.PC-CP/M(ハ ー ドデ ィス ク シ ス テ ム 用)

　 2章 に 示 し た 構 成 で 、PC-CP/Mに イ ン テ リ ジ ェ ン トデ ィス ク コーニ ッ トを サ ポ ー トす る 。 以 下

にそ の 内容 を 記す 。

　5.1　 CP/Mの 起 動

　PC-CP/Mを 構 成 す る各 ユ ニ ッ トの電 源 のON/OFF状 態 を確認 す る。

　全 て の ユニ ッ トが電 源OFF状 態 で あ る こ とを 確認 の上 、　PC-8001、PC-8012、 ・・一 ドデ ィス

クユ ニ ッ ト、CRTの 順 に電 源 をONす る。 イ ンテ リジ ェン トデ ィス ク ユ ニ ットにフ ロ ッピーデ ィス

クを挿 入す る。

　 PC-8001の リセ ッ トボ タ ンを 押 してCP/Mを 起 動 す る。 フ ロ ッピーデ ィス ク ドライブへ の

ア クセス が 始 ま り、CP/MのCcP・BDoS・BioSが メモ リー上 に ロー ドされ 、 起動 が終 了

す る と次 の メ ッセ ー ジをCRT上 に表 示 す る。

40K　 CP/M　 Version　 2.2(for　 PC-8001　 With　 64K　 RAM)

PC--CP/M　 reconstrUction　 version　 by　 Hagiwara　 1982.3

A>

　 プ ロ ンプ ト　 A>が 表 示 され る と、CP/Mの 持 つ各 コマ ン ドが入 力可 能 とな る。

　 起動 の 途 中 にお い て エ ラー の発生 が 見い だ さ れ る と、PC-8001の シス テ ム ・モ ニタ ーが起 動 され

る。 そ の場 合 は各 ユニ ッ トの構成 とそ の接 続 、BOOT　 ROMの セ ッ ト、 システ ムデ ィス ケ ッ トの

セ ッ ト方 法等 を再 確認 の上 、 電 源 をONし 、　PC-8001の リセ ッ トボ タ ンを押 す こ と。

　 5.2　 ド ラ イ ブ の 割 当 て

　 PC-CP/M40K　 versionで は、 次 の ドライ ブ割 当て に よ りデ ィスク システ ム をサ ポ ー トして

い る。 ・・一 ドデ ィス ク では 、20Mバ イ ト、 フ ロ ッピーデ ィス ク ドライ ブは 、1Mバ イ トの 記憶容 量

を持 っ てい る。

　　 A>　 　ハ ー ドデ ィス ク ドライ ブ(記 憶 容量5Mバ イ ト)

　　 B>　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〃

　　 C>　 　 　 　 　 　 　 　 　 　〃

　　 D>　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃

　 A>は 、PC-CP/Mの 起動 後 、 初期 セ ッ トされ る ドラ イブ とな る。

　　 E>　 　 フ ロ ッピー デ ィスク ドライ ブ(記 憶 容量1Mバ イ ト)

　 シス テ ム リブ ー ト時 に は、 この ドライ ブに セ ッ トされ て い る フ ロ ッピ ーデ ィス ク に対 してア ク セス

が行 わ れ る。
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各 ユ ニ ッ トの

接続 状 態 確認

各 ユニ ッ トの

電 源OFF確 認

電 源投 入 順 に

各 ユニ ットをONす る

システムデ ィスケ ット

の 挿 入

リセ ットボタンの

押 下

　 　 C-CP
ス タ ー トメ ヅ七一 ジ

コマ ン ドの入 力

お よ び 実 行

ー

{

図5　 PC-CP/M起 動 手 順
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5.ろ 　 メ モ リ マ ッ プ

PC-CP/Mは 、　PC-8001とPC-8012のRAMを 使 用 して 実 行 さ れ る。

FFFF

8000

7FFF

0000

PC-8001

PC-8001

　 RAM

PC-8001

マ スクROM

N-Basic

PC-8012

「 一 一 ー ー ー ー ー コ

l　　　　　　　　 l
l　　 　　 　 　　 l
l　　 　　 　 　　 l
l　 　 　 　 　 l

ii
l　　　　　 l

PROM

「 一 ー ー ー ーー 一「

l　　 　 　 　 　 　 　 l

l　　　　　　　　　 l

l　　 　 　　 　 　　 l

l　 　 　 　 　 　 　 l

i-
1　　 　 　　 、1

　 　 　}

RAM

ー

Y～

MODE　 O MODE　 1 BANK　 2

　 PC-8012のPROMは 、 システ ム リブ ー ト時 の ロー ダア クセス 時 に読 み 出 され る。

　 PC-8001の 上位32KのRAM、 　PC-8012のBANK2に ょる下 位32KのRAM

を加 え て64KのRAM上 でPC-CP/Mの 各 プ ログ ラムは実 行 され る。

　

{
h}
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